
NPO 法人所沢市弓道連盟会報      所 弓 便   平成２９年１１月３０日（第２０号）最終版 

                                                                                                        

 

 - 1 - 

   
      第２０号 

会員 ２４２名  

 

∞ 各部報告 ∞ 

【総務部】 

会員数 

１１月３０日現在の会員数は２４２名です。 

 

新会員 

平成２９年５月～２９年１１月までに入会された 

皆さんです。 

市野健太郎、中島明彦 蒲生一志 山崎和正 

大谷福市、寺岡康一、薮崎浩子、仲野裕昭 

 

 

昇格・昇段 

 平成２９年６月２５日以降２９年１１月１９日

までに昇格・昇段された皆さんです。 

教士：甲斐久歳  五段：小島理恵 

四段：足立倫生、池内健二 

参段： 荒木大亮、石毛克恵、田中恵美子 

弐段：関口純子、石川 舞、永松千穂、 

米澤真樹 

初段：中島結華梨   

 

総会・理事会・常任委員会・部長会 

８月１３日  

第２回部長会 (出席者１５名) 

・会長より、春田先生から追加寄附を頂いた旨、 

報告があった。 

・熊野神社境内の道場再建設に関し、市長以下市

関係部署の仲介協力の意向が確認され、今後市

との打合せに新道場建設推進委員が中心にあ

たることを確認した。その後、市との打合せを

行った。 

・各部事業経過報告及び、今後の行事予定の確認

を行った。 

 

８月２０日  

第２回常任委員会 （出席者２８名） 

上記部長会の打合せ内容を報告、確認された。 

  

【総務部】 

・５月１５日所弓便１９号発行。  

・各種行事後に借切りとした１７～２１時の利用

状況把握のため、行事後の利用は改めて利用簿

に記載願いたい。 

    

第５０回武州弓道大会 

平成２９年１１月２３日（木・祝）所沢市民武道

館弓道場に於きまして、恒例の「熊野神社弓祭り・

第５０回武州弓道大会」が開催されました。生憎

前夜からの冷たい雨がかなり激しく降る中、大会

役員代表が熊野神社に参拝をして会場に向かいま

した。 

足元が悪いので出足をくじかれたのではないか

と、参加人数を気にしておりましたが、会場に着

いてからの控室が整っていると言う好条件もあり、

受け付け開始の８時から大勢の弓友が申し込んで

頂いている状況を見て一安心しました。 

本大会は昭和４０年に第１回が開催されました

が、昭和４８年に会場を熊野神社境内の道場に移

して以来、熊野神社への奉納射会として開催され

てきました。しかし、規模の拡大と駐車場の関係

もあり、平成２２年に会場を所沢市民武道館に移

して開催しております。 

今回は第５０回と言う節目の記念すべき大会と

あって、大会を盛り上げ、賞品も例年より「質」を

上げて、参加された弓友に喜んで頂くよう、会員
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一同気を引き締め一丸と成って準備に当りました

が、１１時の大会参加締め切り時に、５０回大会

に参加者が丁度５００名と言う切れの良い数字に

まとまりました。 

 

今大会の詳細は、下記のとおりです。 

・来賓：所沢市長 藤本正人様、市議会議長 杉田  

忠彦様、教育長 内藤隆行様、市議会議員 秋田 

孝様、連盟顧問 並木正芳様 

・矢渡：射手 新家透 介添 藤田良、廣瀬雅孝 

・参加者：５００名、内 会員７９名、手伝い４名、 

スポ少１６名、手伝い ３名 

・競技：予選５００名中通過者２５８名（51.6％） 

 皆中者３０名 

決勝射詰め８回目にて優勝決定（５回目より 

２４ｃｍ的） 

・優勝者：江東区弓道連盟、長谷川雅亮選手 

・所弓連会員入賞者： ９位中村徳海、１０位松嵜 

恭子、２５位塩島佳代。 

所弓連最大のイベントで有る武州弓道大会も 

今年の大会を含めて、参加者が３年連続５００名

を超える盛況で近隣都県の知名度もかなり行渡っ

ているようです。受け入れる側の当連盟会員も 

しっかりと心を引き締めてお迎え出来るよう、 

より一層の努力、協力が大切だと思います。 

 

 

【指導部】 

定期講習会  

土曜講習会（草賀 淳先生）（毎月第２土曜日） 

５月～１１月 受講者 延１２２名 

 

水曜研修会（毎月第４水曜日） 

５月～１１月  

研修会なので記録していませんが、毎回１５名 

前後の参加があり、矢渡の介添や手の内、失の  

処理などの研修を行っております。 

 

特別講習会 

所弓連 第 1 回 特別講習会 

かねてより外部の先生をお招きしての講習会 

開催の希望がありましたが、この度見原先生の 

ご尽力により、全日本弓道連盟 前々会長 範士 

九段 石川武夫先生のご来駕を得て、７月１日（土）

に所沢市民武道館において、五段以上の受講生 

３１名参加のもと、標記特別講習会が開催されま

した。 

礼記射義・射法訓唱和の後、射手 新家会長、  

介添 上橋六段、篠原六段による矢渡が執り行われ、

石川先生より講評と矢番えや介添の留意すべき点

等につき身振り手振りを交えてご指導頂きました。

その後全員一手行射を皮切りに、熱気あふれる真

剣な講習が始まりました。行射の後、先生より一

人ひとりに対し、丁寧な講評を頂きました。 

 

優勝した長谷川選手 
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午後からは、午前中の行射に対する全般的講評

とともに、取懸けから手の内の作り方、大三の重

要性、バランスの良い引分け、会での身体の張り

方など、実際に弓矢を執られて具体的に詳しく 

ご説明頂いたのち、一人ひとり個別に懇切な射技

指導を頂きました。 

 

最後にご指導頂いた自分の留意すべき点を今後

の射に生かして行こうという気持ちを込めて全員

仕上げの一手を行射し、充実した講習の幕を閉じ

ました。 

石川先生には来年もまたこうした機会を持っ

て頂きたいとの全員の思いが叶いますよう心よ

り願っております。 

なお、先生のご指導の様子の一部を動画で撮ら

せて頂きましたが、大変判り易いご説明で、何回

見返しても参考になる事が多く、回覧用に書籍棚

にＤＶＤを備えてありますので、ご利用下さい。 

 

 

初心者弓道教室 

 

１．所弓連主催初心者弓道教室 

期間：５月２０日～６月２４日 毎土曜日 午後１

時～４時３０分 全６回 

７月から８月まで土曜日１３時から１５時まで

６～７名程の参加者を得てアフターフォローをし

ました。 

２．シンコースポーツ初心者弓道教室 

期間：１０月１４日～１１月１８日 

毎土曜日 午後１時～４時半 全６回 

参加者 １５名 

 

∞ 投 稿（１） ∞ 

親子で合格 

石塚正徳 

平成２９年５月、第２回審査会にて娘と二人で

合格することができました。ご指導を賜りました

先生方、色々とアドバイスを頂戴した皆様方に 

感謝申し上げます。 

娘と一緒に審査を受けるということは予想以上

にプレッシャーが大きく、また娘の事が気にかか

り自分に射に集中できません。しかしそれ以上に

親としては子どもと一緒に弓を引けることは嬉し

いものです。今回は娘と一緒に昇段することが出

来てとても嬉しい気持ちとともにホットしました。 

審査が始まってしまうとそれまで頭で考えてい

た事など吹っ飛び、普段の練習通りに出来るか出

来ないかになります。出来ない時は練習が身につ

いていないという事です。今回も立ち位置を間違

えてしまったり、前の人を追い越しそうになって

しまったりと反省することが多かったです。 

初心者教室から弐段取得まで約４年。長かった

ですがやっとスタート位置にたどり着いた気持ち

です。審査の合格率を見ると参段の壁は高そうで

す。亀のように遅い歩みですが、その壁を乗り越

えるようこれからも稽古を重ねて頑張りたいと思

っております。 

 

初段合格 

石塚彩夏 

わたしが弓道を始めたきっかけは、家族の影響

が大きいです。兄、父と、弓道を始め、興味を持ち

ました。そして今回初段を受けるにあたり、先生

方のアドバイスに沿って練習を続けた結果、合格

することができました。 

筆記試験においては、当初射法八節の順番、  
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内容について細かく理解しておらず、先生方の 

アドバイスも射法八節の基本を理解した上で行わ

ないと意味がないことを痛感しました。 

初段」は、段取得者からすれば「基本」であると

思われますが、初めての段の取得は、知識ととも

に向上心を与えてくれました。 

今は、学校やアルバイトと並行して弓道を行な

っているため、バランスが取れず積極的に練習に

参加はできていないので、バランスを整えること

も練習の一環だと思って精進していきたいと思い

ます。今後とも、よろしくお願いいたします。 

 

 

「弓道」との出会い 

長尾 健 

高校入学時に部活を考える中で、以前から興味を

もっていた「弓道部」をのぞいた。 

張りつめた空気感、矢が放たれる音、高校生なが

らにも興味を感じた。 

しかし、結局中学からやっていた球技に入部した。 

それから、30 数年後、仕事も土日休みとなり、  

自分の時間を如何に使うのかを考えるようになっ

た。そのような中、弓道場の存在を知り、「初心者

教室」への参加を決めた。 

 

「初心者教室」で、先生方の射を拝見し、射の美し

さ、張りつめた空気感、静けさの中での矢の放た

れる音、日常の生活では体験することはなかなか

ない。 

ひとつひとつの動作・所作が静かなる中に力強さ

を感じ、魅了した。 

しかし、言うは易く、行うは難し。 

射以前に、帯の締め方、そして袴の着け方に苦労

し、汗だくになる状況。しかし、道着を身につける

と、自然と姿勢が正しくなるような感じがする。 

基本の姿勢とそれぞれの動作、そして射法。一つ

一つ身につける難しさ、的にあたったとしても、

同じ射をすることの難しさ。奥は深い。 

40 後半で始めた「弓道」。これからの人生を共に歩

んでいきたいと思う。 

初段審査を終えて 

米澤真樹 

2017 年 5月 7日の日高審査にて初段の合格をい

ただきました。緊張のあまり体配を間違ってしま

った箇所もあったのですが、何とか合格出来まし

たのは審査の前日まで指導して下さった先生方、

先輩方のお陰です。この場をお借りしてお礼を申

し上げます。ありがとうございました。 

私の弓道歴ですが、中学時代の弓道部の３年間

のみで、その後は弓道とは全く無縁の生活を送っ

ていました。昨年春に子供が中学生になって家族

で出掛ける機会が減り、何か趣味を見付けようと

昨年秋の初心者教室に申し込んだのが、再び弓道

を始めたきっかけです。30 年振りということで不

安はありましたが、弓の引き方は若い時に経験が

あれば体が覚えているとのことで、未熟者ながら

も何とか続けることが出来ています。 

趣味探しで始めた弓道ですが、先生方、先輩方

からご指導いただく事で学ぶ事が多く、また、中

学生時代には分からなかった弓道の魅力にも沢山

気付くことが出来ましたので、再び弓道を始めて

良かったと思っています。 

当てることにこだわるばかりに、小手先で引い

てしまうことが多いのですが、正射必中を心掛け

て練習に励みたいと思います。今後ともよろしく

お願い致します。  

 

初 段 

永松千穂 

 ２年前の６月に初心者講習を受けてから２年。 

今年の５月に初段を頂く事が出来ました。 

先生方や先輩方・同期のみなさまにはいろいろ

と教えて頂き心より感謝しております。本当に 

ありがとうございました。 

私が弓道を始めようと思ったのは“禅”が好き

だからです。稽古を始めて、最初に衝撃的だった

ことは、稽古の前と最後の国旗拝礼です。武道の

経験がなかったのでとても新鮮な体験でした。 

素直で謙虚な気持ちで弓道に向き合うことが出来

る大切な瞬間であることを体感しました。 
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そして、弓道では稽古をする度に新しい自分を

発見しています。（頭ではわかっていても同じこと

が出来ない、自然体が出来ない、無駄な動きや癖

がある等）日常では味わえない非日常の静寂な 

時間にとても魅力を感じています。 

今の目標は、仕事も家事もシンプルにして稽古

する時間を増やすことです。 

今後ともよろしくお願い致します。 

 

 

神様からのご褒美！ 

甲斐久歳 

７月の仙台中央審査で、「教士」の称号を頂き

ました。 

７０歳を過ぎて、体力も筋力も衰え、それに加

えて最近では節々のあちこちが痛むようになり、

満足に弓が引ける機会が少なくなってきましたの

で、ただ道場に行って馴染みの弓友と楽しく的に

向かい弓を引いているだけでは、「道」としての

一本筋の入った弓を忘れてしまいそうな感じがし

ますので、せめて年に２回、仙台と明治神宮での

審査に臨み緊張した弓を引こうと心掛けておりま

した。 

審査当日、仙台では道場内でも軽く３０℃を超

える猛暑でした。「肌脱ぎがうまく行くといい

な」と内心考えておりました。午後３時過ぎに 

一次審査の順番が来て、射場に入りました。 

意外に緊張もせずに肌脱ぎもうまく行き、射位

に進み、頭の中では「会」が短くならないよう

に、静かに引き分けて会に入りそれから１０５，

１０４，１０３・・・と数えて１００に成ったら

「射法訓」にあるように、胸の中筋より軽く左右

に分かれる「離れ」をイメージしておりました

が、幸いにしてそれがうまく行き、２本とも的中

して一次審査を通過しました。 

二次審査の招集が有ったのは既に６時を過ぎて

おり、順次面接を受けて、「一つ的射礼」の審査

へと移りました。射場に入った時はすっかり夜に

なっており、矢道は暗く、射場と安土とだけが明

るく、しかも的も昼間と違い照明に反射されてい

るのか霞的の黒い線が見えず、ぼんやり白く浮か

んでいるように見えました。有り難いことに舞い

上がるような緊張感や、手のひらに汗をかくよう

な緊張感も無く、一次審査の時と同様に、静かな

深い「会」と迷わぬ離れを念頭に・・・、ただ

「一つ的射礼」の体配を間違えない事を心に銘じ

て的前に進みました。     

ピーンと張りつめ緊張した射場の中で、弦音の

後に矢が的に中る音が２度響き、教士に合格する

事が出来ました。審査終了が９時を大幅に過ぎて

いたので、仙台からの帰りが大変で、結局帰宅し

たのは夜中の２時でした。 

帰宅して数日後に、論文や必要書類の提出も終

え、これまでの人生を振り返ってみますと、家内

と結婚して５０年。授かった３人の子供たちもそ

れぞれに独立をして、所帯を持っております。 

家業は、脱サラをして家内の実家でクリーニング

の技術を学び、国家試験のクリーニング師の資格

を取得の後、２９歳の時に都内の貸店舗にて独立

をしました。 そして４２歳の時に莫大な借金を

して、今の地に土地を買い店舗を建てて、家内と

二人三脚で必死に働き、その借金も完済して今日

に至っております。その間及ばずながらも、弓道

連盟の御用も務めさせていただきました。それを

見ていた神様がご褒美に「教士」の称号を下さっ

たのではないかな？と思ったりもしております。 

これまでに、癌で２回、胆石で１回大きな手術

を受けましたが、まだもう少し弓を引く体力が残

っていると思いますので、道場へ通わせていただ

きます。どうぞよろしくお願い致します。 

 

 

【競技部（スポーツ少年団含む）】 

《所弓連主催射会》 

５月 月例射会（5月 13 日）（44 名参加） 

(二段以下) 

１位 田中恵美子 ２位 石塚正徳 ３位 中村千賀 

(三・四段) 

１位 小山 等 ２位 中村康代 ３位 中村徳海 
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(五段以上) 

１位 粕谷吉一 ２位 甲斐久歳 ３位 下田 徹 

 

６月 月例射会（6月 11 日）（39 名参加） 

(初段以下) 

１位 米澤真樹 ２位 野上侑久 ３位 永松千穂     

(二～四段) 

１位 田中恵美子 ２位 植村亮子 ３位 中根幸二   

 (五段以上) 

１位 藤田 良 ２位 篠原一郎 ３位 粕谷吉一   

 

7 月 月例射会（7月 9日）（51 名参加） 

(二段以下) 

１位 田中恵美子 ２位 米澤真樹 ３位 清水公子      

 (三・四段) 

１位 土井政明 ２位 廣瀬雅孝 ３位 中村徳海    

(五段以上) 

１位 関口二郎 ２位 嶺美智子 ３位 篠原一郎    

 

８月 月例射会（8月 13 日）（40 名参加） 

(三段以下) 

１位 塩島佳代 ２位田中恵美子 ３位 石川 舞      

 (四・五段) 

１位 飯尾 弘 ２位 関口二郎 ３位 渡部知実    

(称号) 

１位 増田裕子 ２位 飯島稔凱 ３位 松嵜 昇 

 

第４４回所沢市民弓道大会 

平成２９年９月１０日（日）、秋の一日標記弓道

大会が所沢市民武道館弓道場において、１２４名

（学生６８名 一般５６名）の参加を得て盛大に

開催されました。 

各部優勝者による総合優勝決定戦は、学生の部

は河野 陸選手が、一般の部は昨年に続き下田 徹

選手が見事栄冠を勝ち取りました。 

 

≪学生の部≫ 

（小・中学生の部） 

１位 沖園史華 ２位 佐々木史弥 ３位 熊井雪乃 

 

（高校初級の部） 

１位 河野 陸 ２位 瀧本 光 ３位 伊藤瑚乃香 

（高校上級の部）   

１位 富樫友梨香 ２位 太田敦樹 ３位 根岸萌香 

学生の部総合優勝 河野 陸 

≪一般の部≫ 

（二段以下） 

１位 石塚遼馬 ２位 田中恵美子 ３位 石毛克恵 

（三・四段）  

１位 安江仁美 ２位 廣瀬雅孝 ３位 田中明子 

（五段以上）   

１位 下田 徹 ２位 渡邉徳雄 ３位 甲斐久歳 

一般の部総合優勝 下田 徹 

 

シンコースポーツ杯弓道大会（10 月 8 日） 

 主催 シンコースポーツ株式会社 

 後援 所沢市弓道連盟 

参加者 ８１名（所弓連３４名、スポ少９名、 

その他３８名（高校生、一般）） 

団体 以下のほかに飛び賞１０チーム       

１位 根岸萌香 引地靖子 杣山博文 

２位 中村天香 東 弘人 関口二郎  

３位 山越優太 輪島優月 秋山貴美雄 

〃 佐久間優花 増田礼仁 関口研二 

個人 １０位まで 

１位 長井敦史 ２位 根岸萌香 ３位 河野 陸  

４位 佐久間優花 ５位 新家 透 ６位 川端由美子 

７位 瀬賀かほる ８位 秋山貴美雄 ９位 宮井真治 

10 位 小山和枝 

 

所沢市青少年三道大会（弓道の部）（11 月 12 日） 

（中学生以下２１名、高校生１００名、武道館） 

青少年育成所沢市民会議主催の青少年三道大会

が行われ、総合開会式は市民体育館で今年は弓道

連盟が担当幹事として９時から開催されました。 

《小・中学生の部団体》 

１位スポ少Ｆ 稲葉唯花 中村天香 齋藤柊茉 

２位スポ少Ｃ 熊井雪乃 沖園史華 石井叶生 

３位スポ少Ｂ 佐々木史弥 野上脩久 石田順之介 
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《小・中学生の部個人》 

１位 齋藤柊茉 ２位 佐々木史弥 ３位 稲葉唯花 

《高校生の部団体》 

１位 所沢高Ａ 山田雄大 佐藤郁成 太田敦樹 

２位 秋草学Ａ 住田若奈 大野 茜 宮本佳奈 

３位 所沢北 14 有田裕貴 遠藤慶多 武藤 諒 

《高校男子初級の部個人》 

１位 新見広樹 ２位 川口 駿 ３位 河野 陸 

《高校女子初級の部個人》 

１位 西村優希 ２位 白土 初 ３位 浅岡里都 

《高校男子上級の部個人》 

１位 武藤 諒 ２位 東 弘人 ３位 早坂駿河 

《高校女子上級の部個人》 

１位 住田若奈 ２位 富樫友梨香 ３位 大野 茜 

《個人総合優勝》 

 武藤 諒（所沢北） 

（行射中の三道大会参加選手） 

 

第５０回武州大会（11 月 23 日）（参加者 500 名） 

1 位 長谷川雅亮(江東区弓連) 2 位 金子節子(浦和駒場） 

3位 伊藤隆司(ホンダ埼玉) 4位 長井敦史(熊谷運動公園) 

5位 福山華蓮(西武文理高) 6位 長谷川絵鈴(茨城蒼藤会) 

7位 川越俊彦(江東区弓連) 8位 宮崎なつき(吉川市弓連) 

9 位 中村徳海(所沢市弓連) 10 位 松嵜恭子(所沢市弓連) 

11 位 齊藤和寿(与野高校) 12 位 宮崎正範(吉川市弓連) 

13 位 高橋郁弥(坂戸西高) 14 位 山田浩二(新座市弓連) 

15位 小林和真(明治大学) 16位 各務勝洋(春日部市弓連) 

17 位 粟井将登(飯能高校) 18 位 竹村銀郎(桶川市弓連) 

19 位 阿部貴大(新宿区弓連) 20 位 大森陽平(茨城蒼藤会) 

21 位 工藤瑠樹也(坂戸西高) 22 位 忠 聖人(川越初雁高) 

23 位 高橋 希(明星学園) 24 位  小島修治(大宮弓道愛好会) 

25 位 塩島佳代(所沢市弓連) 

 

《対外競技会》 

130 回明治神宮奉納遠的大会（5月 3日） 

参加者 3名 入賞者なし 

 

入間市近隣親善弓道大会（5月 5 日）参加 27 名 

《個人》 

２位 関口二郎 ６位 三好啓子 ９位 小山 等 

10 位 廣瀬雅孝 11 位 飯尾 弘 13 位 中根幸二 

《団体》 

２位 所沢 C 坂川隆人 黒木智哉 関口二郎 

 

ねんりんピック県連予選大会兼埼玉県実年者弓道

選手権大会(5 月 16 日)  

参加者 ねんりん 8名 実年 10 名 

今年はねんりん予選と実年者選手権を一緒に実施。 

ねんりん選考選手 関口二郎 熊井紀一 三好啓子 

実年者 ２位 下田 徹 ３位 関口二郎 

 

埼玉県弓道選手権大会等（5月 20 日 21 日） 

参加者 称号者部：12名、有段者部：8名 

《称号者の部》   

入賞者なし 

関東三県及び全日本出場選手２次選考会候補選手 

女子 三好啓子 増田裕子 

 《有段者の部》 

関東三県選抜出場選手２次選考会候補選手 

候補者なし 

三県選抜弓道大会参段以下の部出場選手補欠 

 引地靖子（後日辞退） 

同上２次選考会（5月 28 日） 

三県選抜弓道大会称号者の部出場選手 三好啓子 

 

埼弓連女子部遠的大会（6月 11 日）参加者 10 名 

称号者の部 4位 三好啓子 

埼玉県弓道遠的選手権大会兼全日本遠的選手権 

大会出場選手選考会（7月 2日）参加者 13 名 
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埼玉県弓道遠的選手権大会 

  入賞者なし 

 

全日本遠的選手権大会出場選手２次選考会 

（7月 9 日） 

全日本出場選手 本橋民夫 

  

中部・西部支部親善射会（7月 17 日）参加 18名   

入賞者 13 位 藤田 良 14 位 上橋 宏 

18 位 飯尾 弘 19 位 中村康代 

 

読売杯争奪 兼 県体予選 兼 寿射会（8月 6日）   

参加者 216 名（内所弓連 62 名） 

読売杯 

１位 飯尾 弘 ４位 小林孝則 ６位 中村徳海 

９位 松嵜恭子 10 位 下田 徹 13 位 粕谷吉一 

14 位 藤田 良 

寿射会 

寿 A １位  藤田 良  

寿 B 2 位 下田 徹 ３位 熊井紀一 

県体選手 

（四・五段の部） 

① 中村徳海 小林孝則 飯尾 弘 

② 藤田 良 廣瀬雅孝 水口 清 

（女子の部） 

① 嶺美智子 奥冨季乃 三好啓子 

（称号の部） 

① 粕谷吉一 篠原一郎 永島英男 

② 熊井紀一 平山夏子 下田 徹 

 

西部支部選手権大会 兼 県武道大会選手選考会   

（9 月 2 日）参加者所弓連４４名 スポ少１５名 

西部支部選手権  

団体 

２位 奥富季乃 徳丸久美子 三好啓子 

３位 飯尾 弘 平山夏子 下田 徹 

３位 熊井紀一 篠原一郎 永島英男 

 

個人 

優勝 藤原敬一 ３位 平山夏子 ４位 川端由美子   

５位 徳丸久美子 ６位 杣山博文 ８位 奥富季乃 

県武道大会選手 

男子 藤原敬一 杣山博文 

女子 奥冨季乃 徳丸久美子 川端由美子 平山夏子 

中学生の部 

田中希実 佐々木史弥 西澤智美 北條航生 

沖園史華 熊井雪乃 稲垣壱琉 中村天香 

稲葉唯花 

 

埼玉県勤労者弓道選手権大会（9月 3日） 

所弓連 参加者なし 

 

第３０回県民総合体育大会（9月 24 日） 

所弓連５チーム参加 参加資格により予選通過時

の選手の一部（３名）入れ替えを行った。 

≪称号者の部≫ 

（近的） 

団体 ２位 所沢 K 熊井紀一 平山夏子 下田 徹 

≪四・五段の部≫ 

（遠的） 

団体 ３位 所沢 N 中村徳海 関口研二 飯尾 弘 

 

第４１回埼弓連女子部弓道大会（10 月 15 日）   

所弓連 １２名参加 

入賞者なし 

 

     【スポーツ少年団】 
（＊スポーツ少年団の記事は、一部重掲、各種射

会記録は競技部にも掲載しています。） 

 

スポーツ少年団弓道交流大会 

平成 29 年 10 月 15 日（日）所沢市民武道館に

おいて第 8 回所沢市スポーツ少年団弓道交流大会

が開催されました。この大会は平成 14 年に所沢と

秩父、2 つのスポーツ少年団の交流試合として始

まり、1 年毎に交代で主催する形で続けられてき

ました。所沢では 8 回目となる今年は、6 団体 96

名もの参加者によって熱戦が繰り広げられ、競技

の後には金的・扇的で盛り上がりました。 
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所弓連からはスポ少支援部以外に 20 名の方々

に運営をお手伝いいただきました。ありがとうご

ざいました。事前の打合せがあまりできなかった

にも関わらず 100 名規模の大会を滞りなく実施で

きたのは、武州大会や月例射会等の運営で培われ

た所弓連の実力あってこそと思います。 

これからも子どもたちの成長を見守っていただ

ければありがたく存じます。 

 

平成 29 年度スポーツ少年団初心者教室 

（5月 13 日～6月 17 日まで 毎週土曜日） 

参加者 12 名 

（中学生 1名 小学生 9名 保護者 2名） 

修了者 12 名 

（中学生 1名 小学生 9名 保護者 2名） 

 

平成 29 年度保護者会総会（6月 25 日） 

新入団員 11 名 

（小学生 9名 保護者 2名） 

 

全日本少年少女武道錬成大会（7月 17 日） 

 日本武道館 

4 チーム（12 名）とも予選敗退 

 予選皆中者表彰 稲葉唯花 

 

県民総合体育大会中学の部（7月 22 日） 

秩父第一弓道場 17 名参加 

 入賞  

  男子団体 3位  所沢スポ少Ｂ［佐々木史弥､ 

野上脩久、齋藤柊茉］ 

 

スポーツ少年団弓道交流大会（10 月 15 日） 

 所沢民武道館弓道場  21 名参加 

入賞者 

  初級の部 ４位  鹿野川璃羅 

 

 

 

 

∞ 投 稿（２） ∞ 

参段審査を終えて 

荒木大亮 

参段審査の申込みをした時は弓返りも半分しか

していなかった事もあり、今回は「場馴れ」を目的

に受けるつもりでいました。 

ところが審査までひと月足らずになった頃、 

突然しっかりと弓返りし始めたので、全くやる気

のなかった学科の勉強を慌てて始めました。  

当日は気持ちを落ち着かせるために『こっちが

お金を払っているんだからソンしないようにしっ

かり見てもらわんとな。ふん！』 と、せこい喝を

入れました。 

 そんなカラ元気が功を奏したのか、射場に入っ

てからの自分は  練習でやってきたことを見ても

らうべく ただ淡々としていて  隣のプールから

聞こえてくる水球の試合の笛の音や大きな声援も

ほとんど意識に入って来ない中、甲矢を放ったら

パン！と音がしたので『中ったのか・・』と思いま

したが特に気持ちの変化はなく、と言いますか 

そんな余裕もなく、引き続き 体配をこなして乙矢

を放つとまたパン！と音が聞こえて  そのまま 

いつも通り退場しました。体配や射形にはまだ 

まだ当然課題はあるはずですが、大きな失敗は 

無く  練習してきたことを良い形で見てもらうｎ

ことができて幸運でしたが、まるで自分のことで

はないような不思議な感じでした。 

学科試験では事もあろうに会場に遅刻して入る

という失態をやらかしてしまい、真偽の怪しい 

記憶を絞り出してなんとか書き終えた時にはくた

びれ果てて放心状態でした。学科は本当に苦手で

す。 

思い返すと、初段審査の折に教科書の解りにく

い文章が不満でならなかった私は練習で居合わせ

た先輩にその事をぶちまけました。 

先輩はちょっと困ったような顔をしながらも

「うーん、確かに解りにくくはあるよな。」と聞き

留めて下さったので、私は少し気が収まりました。 

それから数ヶ月ほど過ぎたころ  その先輩が私に
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「うまくいかなくなった時、迷った時、教科書を

読み返してみると見えてくるものがあるんだ。 

古臭くてわかりにくいけどな。 でも何百年も前に

書かれたものが今もこうしてあるということは、

やはり何かそこにあるんだろうな。 少なくとも間

違ったことは書かれてないはずだから何度も読み

返してみるといい。」 数ヶ月前のあの日、「あんな

教科書を今だに発行しているなんてどうかしてい

る！」などという私の愚痴を受け入れてくれた上

に タイミング良く言い含めて下さる先輩の懐の

大きさをしみじみと感じて、いい歳して青臭い愚

痴をこぼした自分が恥ずかしくなりました。 その

後 教科書を読み返してみると、不思議なことに 

初段審査の頃よりも内容を理解できる自分に気が

つきました。言い回しの悪さは相変わらず感じま

したが、普段の練習で身体が覚えたことと相まっ

て「なるほど、そういうことか」と思えることが増

えてきました。 

立派な道場、あたたかく見守ってくださる先生

や先輩方、そして刺激し合いながらも楽しく練習

できる仲間に恵まれ、弓道を通して未熟な自分を

見つめなおすことが出来て幸せに思っています。  

これまで、幸運にも昇段審査だけは駆け足で来て

しまいましたが、知識や経験が全く追いついてな

い私ですので、ここから先はもう少しじっくりと

弓道と向き合い、先生や先輩からいろいろなこと

を学んでいきたいと思っています。今後ともどう

かよろしくお願いいたします。 

 

 

南極での弓 

上橋 宏 

≪この原稿は平成１９年発行の弦友会創立２０周

年誌に投稿した原稿を一部手直ししたものです≫ 

十数年前の弓道誌に、南極で氷山をバックに弓

を引く写真入りの報告がありました。それでは、

海氷上で数人の弓道愛好家が演舞をしていました。

それより約３０年前の昭和４８年から４９年にか

けて、私も南極越冬観測の為１年間滞在したとき

に、弓、矢、的などを持って行きました。職住一緒

で通勤時間は必要無く、１年間ですから弓を引こ

うと思えば時間はいっぱいあるようなものです。

しかし、南極の冬は寒くて、とても戸外で弓を引

けるような状況ではありません。夏場の天気が良

くて風のないときの日中は暖かいので引くことは

出来ます。休みがあってもないような毎日ですし、

休みの日が暖かいとは限りませんから、数度引い

たくらいでした。もう少し熱心に引くのだったな

と思います。 

的をつけるあづちは建物の風下に出来た雪の吹

き溜まりです。北日本の吹雪のときの吹き溜まり

ですと矢が潜ってしまいますが、強い風によって

出来た吹き溜まりですから砂のあづちと同じくら

いの固さでした。南極の昭和基地では強い風が一

定方向に吹きますから、吹き溜まりも同じところ

に出来て成長して非常に大きくなり、高さが２～

３メートルくらいありますから、矢が飛び越えて

いくこともありません。 

 

写真は３０歳前であったその時に、凍った海と

氷山をバックに弓を引いているところです。大陸

と昭和基地のあるオングル島とは６キロほど離れ

ています。写真より少し右側に大陸があるのです

が、大陸といってもなだらかに氷に覆われていま

すから、写っていてもちょっとわからないかもし

れません。足元は吹き溜まりとして積もった雪で

す。弓の引き方は現在とは少し違っているかもし

れません。髪の毛もまだふさふさしています。 

外で弓を引けるときは少ないので、建物の中で
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素引きくらい出来ないかと思ったのですが、天井

が低く、「つくばい」で引いても引けません。仕事

場は床が少し広かったので、仰向けに寝て、素引

きをしてみました。広さは十分あったのですが、

足底が固定していないので、力が入らす、あきら

めてしまいました。この状態で色々引いてみて力

の加減を研究してみるのも良かったかもしれませ

んが、当時はそこまで知恵が回りませんでした。 

私が南極へ行ったのは砕氷船「ふじ」の時代で

したから、趣味の私物も多少持って行けたのです

が、「宗谷」の時でしたら、そのような余裕も無か

ったでしょうし、持って行った道具も持ち帰れな

いということもあったでしょう。気に入った弓だ

ったので何事も無く持ち帰れたのは幸いでした。

若かりし四段の頃の弓と関係したひとつの思い出

です。 

∞ 会長月誌（抄） ∞ 

平成２９年 

５月１６日 

 体育協会常任理事会： 

 ６月１７日開催の評議委員会資料内容確認 

５月３０日 

 体育協会理事会：評議員会、役員改選について 

６月 １日 

 埼玉県西部地域振興センター 

 ＮＰＯ法人役員変更（再任）届け提出 

６月１７日 

 体育協会評議員会： 役員改選について 

  会長・副会長、監事(草賀)、幹事(新家)再任 

６月２８日 

 水曜研修会：（矢渡研修） 

７月２０日 

・第２８回所沢シティマラソン大会役員会： 

大会役員決定 

・体育協会役員会：２９年度事業、理事会について 

 (役員会後懇親会) 

８月 ２日 

 スポーツ振興課に熊野神社謄本を届ける 

 

８月２２日 

・体育協会理事会・懇親会 

９月 ７日 

・シティマラソン総務部会： 

大会要項、業務分担、参加賞について 

１０月２７日 

・シティマラソン総務部会 

予算案、参加賞の確認、選手宣誓者の調整、 

特別ゲストの確認 

 

近頃感じること 

（編集後記に代えて） 

飯島稔凱 

最近、地震や集中豪雨などで甚大な被害を蒙っ

ている地域のニュースが多く聞かれます。そうし

た中、当地域はこれまで大きな被害もなく、毎日

当たり前のように道場で弓を引くことの出来る幸

せを感じているところです。 

ところでそうした幸せな状況の中、我々は何の

ために、何を考えて弓を引きに道場へ来ているの

でしょうか？ それは人によって違うでしょうが、

弓道が武道の一つであることに間違いはありませ

ん。 

弓道教本には、趣味やスポーツとしての弓道と、

より高い道を求める弓道という、弓道の二面性に

触れ、修練の眼目として (1) 射法射義の研修、(2) 

礼に即した体配の修練、(3) 射品、射格の向上、(4) 

人間完成の必要、が挙げられ、さらに「弓道の要諦

は至誠と礼節である」と謳っています。 

和気あいあい自由に弓を引けることはありがた

いことですが、弓道が武道という側面を持つ以上、

自分自身にとっても、また道場で一緒に引いてい

る仲間に対する礼儀としても、それなりの取り組

み姿勢、心の持ち方が重要と思うのです。 

先般、「弓道場利用の手引き」の改訂版を発行し

ました。タイトルに、敢えて「初心者のための」と

いう見出しを付けましたが、これは初心者だけの

問題ではありません。長く弓を引いてきた方、  

高段の方の中でも毎日の慣れの中でそうした基本

的配慮が薄れてきていることは無いでしょうか。 
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弓道の教えの中に「間」ということがあります。

複数での行射の際、自身の間、相互の間、全体の間

に留意せよということですが、この「間＝間合い」

という言葉の中には「時間的な間」、「距離的な間」

に加え、周りの人にも気を遣うという「人間関係

の間」という意味合いもあると思うのです。いず

れの「間」にしても、適切な間合いを保つには、  

まず周りの状況に対する「目配り」、「気配り」が欠

かせません。その上で最終的には周りに対する 

「心配り＝気遣い」が必要でしょう。例えば、 

・自由練習の中で、矢取りに行っている人がい

るのが見えたら、なるべく待たせないよう、射場

より安全を確認した上で、垜に入り易いタイミン

グで、大きな声で「お願いします」と率先して声を

かけていますか？ 矢取り側からは安全の十分な

確認が出来ません。安全確認は必ず射場側からし

なければなりません。 矢取りの人が先に赤旗を

下ろしたり、手を叩くなどして催促するまで誰も

声を掛けないのは、いかがなものでしょうか。 

・２射場で行射の場合は、第一、第二射場ともお

互いの進行状況をよく見極め、完全に安全を確認

した上で声を掛けるよう充分注意して下さい。 

・矢取りはその立の人が行かなければならない

ということはありません。１回待ってでも「自分

の引いた矢数より多くの矢を上げる」という心が

けを常に実践していますか？ 

・矢の拭き方で、矢尻の先によごれが残ってい

るケースがままあります。矢は必ず一本一本、  

矢尻の先まで丁寧に拭いて欲しいものです。また

射場に戻って矢立に入れる際、矢を矢立の底まで

静かに置かず、ガチャッと音がするほど落とすよ

うな入れ方をする人が散見されます。大切な矢の

扱い方としてまことに見苦しいです。 

・坐射の人がいる場合、通常矢取りは一手引き

終わるまで待ちます。自由練習の際に坐射で入る

場合、矢取りが済むのを待って入るなど、タイミ

ングに気を配って入っていますか？ 

・早くうまくなりたいと、数多く引くことは決

して悪いことではありませんが、２射なり４射な

り引いて、弽も外さず、矢取りに行くこともなく、

周りに何人いようと遠慮もなく何回も続けて立ち

に入るようなことはありませんか？ 

・矢取りの前後など、つい立ったまま弽を外し

たり着けたりしていませんか？ 

・武道館は射場奥にベンチが置いてありますが、

坐わることが難しい場合は別として、ベンチに 

どかっと腰かけているより、できれば床上に控え

て他の人の射を拝見する方がよくはないでしょう

か。他道場へ行った際は特に気をつけるべきでし

ょう。 

・武道館へ来て、仲間や管理事務所の人には 

挨拶をしているでしょうが、他武道の人と出会っ

た際にも進んで挨拶をしていますか？ 

こうした気遣い、心配りは道場内だけの事では

なく、仕事でも家庭でも周りの人とのお付き合い

の中でも大切なことでしょう。「射即人生」という

教えもあります。礼記射義をいくら口先で唱えて

も、審査の学科試験でそれらしいことを書いても、

実践が伴わなければ何の意味があるでしょうか。

射品・射格などあったものではありません。 

折角弓道という素晴らしい武道に巡り会ったの

ですから、そこで得たものを道場内は勿論のこと

道場を離れても生かして行ければと思います。 

口うるさいことを記して申し訳ありませんが、

最近、「どういう弓を引きたいかより、どういう 

弓引きになりたいか考えなさい」という大先輩の

教えを聞く機会がありました。以て、銘すべき  

言葉と思いました。 
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